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ことばを育てる親の会北海道協議会 ＨＳＫ  

 

 

 

 

 

 ２０２３．３．１０ №１８１ 

 

これからどうする親の会 

 

NPO法人ことばを育てる親の会北海道協議会 

理 事     山本 光子 

（栗山町ことばを育てる親の会 会長） 

  

今期、新型コロナウィルス感染がやっと緩やかになり、3年間の行動制限の中で過ごした日々

を思うと、長いようで短かったような気がします。それは私自身が老いてきたからなのでしょ

うか？若い世代の方たちにとっては貴重な 3年だったことでしょう。 

その間、私が属する栗山の親の会は、活動がフリーズ状態。ことばの教室の先生方の異動に

も立ち会えず、通級していた子どもたちは大きく成長して進級や卒業をして、保護者ともども

マスク越しで顔もわからないことも多々ありました。まして、行動制限のために気力・体力・

知力が落ち、コミュニケーション力は欠乏状態。これから緩和されたからといって、以前のよ

うな生活に戻れるのでしょうか？今、社会は著しく変化し、ウクライナ・ロシア間の戦争や地

球規模の気象現象。それに伴い、物価高、少子化問題、国家間の治安問題等々を考えると毎日

が不安です。その中で、これから先フリーズされていた親の会の活動をどう取り戻し、変化を

受け入れて活動していくかを考えて行かねばならなく、公私ともに大きな問題です。 

栗山町親の会も 45年以上も経ち、会の存続を考えねばならない状況下になり、本当に親の会

が保護者や子ども、関わる先生方に必要なのか？発足時から障がい児をもつ親の悩みを共有し、

社会環境を良くすることを目的に活動を続け、長い月日の間に社会保障も少しずつではありま

すが整備され、世間も障がいについて理解がなされるようになってきたとは思います。しかし

ながら、今や子育ての状況は障がいの有無に関わらず大変な時代になりました。かつて、子ど

もや保護者の悩みは、家族や先輩親、地域の人々に支えられて解決してきました。昨今の状況

は少子化のため、公共的な子育て環境は万全とは言えませんが、整えられつつあり良いように

思います。スマホ一つで多くの情報が得られ、人との関わりが少なくても子育てができる。必

要なものは知力・体力を使わず手に入り生活ができる現在、親の会は保護者に必要なのか？子

どもの指導は特別支援の元で受けられ、保護者同士の関わりも少なくて楽なのか？その中で、

親の会に入る意義を唱えても無意味ではないか？ 
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そんな大きな決断が問われています。諸先輩の方々の中には、このような後ろ向きな考えに

異論があり不満もあろうかとは思いますが、私自身が栗山町親の会の会長であり道親の会の理

事である間に、子どもや保護者、また、関係機関の方々に納得していただける方法を模索し解

決しなければと思っています。また、このことは親の会のみならず、私自身の家族や地域で暮

らしていく上で、多少違いがありますが起こりうることでしょう。これからのおまけの人生を、

やり残したことと社会貢献に気力・体力の続く限り励んでいくつもりでいます。 

 

 

 

＊図書紹介＊ 

わたしはスペクトラム 

リビー・スコット、レベッカ・ウエストコット著 

梅津 かおり 訳 

 

 

子どものための本の書評欄で紹介されていた本書に目が留まり、即座に行きつけの書店で手

に入れました。小学校高学年以上（もちろん大人も Ok）が対象の児童書（物語）で、文字が大

きく読み易いことは、シニア世代の読者にとって、とてもありがたいことです。 

自身が自閉症スペクトラムというリビー・スコットさんと小学校の音楽教師であり児童文学

者でもあるレベッカ・ウエストコットさんが共同して書き上げたこの本は、リビーがモデルの

10歳の少女タリーの物語です。原作が書かれたイギリスで大きな反響を呼び、15万部売り上げ

たそうです。タイトルの（自閉症）スペクトラムに対して構え過ぎたためか、緊張して読み始

めましたが、間もなく主人公タリーの興奮や苛立ちの激情に呑みこまれてしまうようでした。

それはタリーがいつもいっぱい・いっぱいだからです。本の帯に書かれている「どうしてわた

しってこんなにたいへんなんだろう？」「ふつうになろうとすればするほど苦しくなる」という

タリーの嘆き、困り感が半端でないからです。「そんなに困らないで！」と、思わず声をかけた

くなるほどです。しかしタリーは、しつけに厳しい伯母さんやいじめっ子もいるクラスメート

との葛藤や軋轢にたじろぎながらも、さまざまな事態に飛び込んでいきます。わが子の育て方

について熱心に学んでいる両親の温かく大きな愛に支えられ、同じスペクトラムのロールモデ

ルとなる乗馬クラブのオーナーとの交流などをとおして、タリーはありのままの自分を受け容

れようと変わっていきます。自閉症スペクトラムの告知も受けますが、それはそれとして、誇

れる自分を確立しようと歩み続ける一人の少女の成長の物語に、読者は納得の読後感を抱くこ

とでしょう。物語の後半は、ドキドキしながら一気に読み進む展開になっています。 

是非、新年度の推薦図書として学校の図書室などにデイスプレイされ、子どもから大人まで

幅広い人たちに、読んでいただきたいと思います。 

（理事 福島 美恵子） 
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宗谷地区ことばの教室は、稚内市立稚内港小学校に設置されていて、親の会は、通

級児童の保護者、及び通級指導担当職員で構成されています。 

           

 

定期総会やレクリエーションなどの活動を行っていました。夏は親子で楽しめる工作や室内

ゲーム、秋は親子で挑戦する運動遊びなど、子どもたち同士・保護者同士の交流を目的とした

活動を楽しんでいましたが、コロナ禍になってからは、ほとんど活動できていないのが実情で

す。例年のように顔を合わせての活動ができていない状況の中、親の会として何ができるのか、

検討していきたいと思っています。早くコロナが終息しますように・・。 

 

 

地区紹介 

宗谷地区ことばを育てる親の会 

例年は・・・ 

これまでの活動の様子・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子でゴムロケット作り！ 

作ったゴムロケットは、実際

に体育館で飛ばしてみます。 

誰が 1 番高く飛ばせるか、比

べていました♪ 

  2018/6/9 実施 

親子でスタンプラリー！ 

道立宗谷ふれあい公園の広い

敷地でスタンプを探します。

昼食はジンギスカン。腹ペコ

の子ども達は大喜びでした♪ 

   2018/9/1 実施 

※写真や内容は、２8 年度のものです。 
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１２月１０日に第７８回、２月１８日に第７９回理事会が行われ、以下の内容が話し合われま

した。 

 

・2023(令和５)年度の総会は、５月２０日(土)かでる１０５０会議室において １０時開始の

予定。対面での開催に加え、遠方からの参加のしやすさを考え、リモート方式併用での実施

を検討しています。 

・各地区へのアンケート内容の検討を行いました。各地区にアンケートをお送りしますので、

回答へのご協力をお願いいたします。 

・子育てセミナーは、今年度開催しないことが決まりました。令和５年度に会員どうしでの意

見交流をした上で、令和６年度での開催予定で検討して参ります。 

・全道大会についての話し合いが行われ、協議会の方向性と合わせて検討していくことが必要

という意見が出ました。 

・会報№181 の内容を確認しました。また、会報発行までの手順や、個人情報取り扱いの確認

を行いました。 

・トイドネーションについて、前回分と今回分の進捗状況について報告があり、どちらも２月

末に発送を行うとのことです。ご希望された地区におかれましては、大変お待たせして申し

訳ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事会報告

 

 

日時：令和５年５月２０日（土） 午前１０時～ 

場所：かでる１０５０会議室 

＊総会の後に、全道代表者会議 (意見交換会 )を行う予定です。 (12 時

半終了予定 ) 

＊会場での対面と、オンラインとの併用（ハイブリッド形式）での開

催を検討しています。  

＊４月下旬に、総会案内を各地区事務局にお送りします。  

総会のご案内 
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URL:http:// www7b.biglobe.ne.jp/~do-gengo/index.html 

 

○親の会の事務局連絡校は下記のとおりです。お問い合わせは下記までお願いします 

〒060-0041 北海道札幌市中央区大通東 6－１２ 

中央小学校ことばの教室内   

電話（直通）011-241-2533 

○地区分担金の送金先は次の通りです。総会資料に同封した振込票をお使いください。 

（ゆうちょ銀行の ATM を利用して、通帳またはカードで振り込む場合のみ手数料が無料とな

ります。現金による振込等の場合は手数料が発生しますので、ご負担をお願いいたします） 

 

郵便振替 口座番号 ０２７９０－５－□□４４１８６ 

加入者名 ＮＰＯ法人ことばを育てる親の会 

郵便貯金 

口座振込み 

記号  １９０３０ 

番号  ３２４３０１７１ 

口座名 特定非営利活動法人ことばを育てる親の会 

    北海道協議会 

銀行 北洋銀行 北 7 条 支店（店番 ３１２） 

口座番号 ３５２７９６５ 

受取人  特定非営利活動法人ことばを育てる親の会 

     北海道協議会 会長 福井 紀郎 
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（ホームページ案内） 

北海道協議会では、ホームページでも 

いろいろな情報をアップしています。 

どうぞご覧ください。 

 

事務局からの

お知らせ 


